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 重力波検出器KAGRAの最終的な感度は、広い周波数帯域で量子雑音によりほぼ制限さ
れる。KAGRAの感度をさらに向上させて重力波天文学を発展させるためには、量子雑音
の低減が必要不可欠である。 
 量子雑音は輻射圧雑音と散射雑音の 2つからなり、それぞれレーザー強度に対して逆の
依存性を持つため、そのままでは標準量子限界を超えて雑音を小さくすることはできない。
しかし、ポンデロモーティブスクイージングを受けた場をホモダイン検波で観測するとい
う方法により、図 1のように特に輻射圧雑音を低減することができる。 
 現在我々は、輻射圧雑音低減技術の実証の前段階として、23mg の軽量鏡を用いた光共
振器を使い、広い周波数帯域における輻射圧雑音の測定を目指した実験を行っている。こ
れまでの実験では光共振器の感度が一部の帯域でフォトディテクターの雑音により制限
されていたため、フォトディテクターを改良して感度向上を図った。本講演では、フォト
ディテクターの改良など、系の最適化による共振器の感度向上について報告する。 
 

       
図１ 量子雑音の周波数特性 


